
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

夏の風物詩といえば、スイカに花火・・・。涼しいクーラーの部屋での高校野球観戦！暑い夏だからこそのお楽しみもあるの

でしょうが、何をするにしても熱中症にならないように、温度調節や体調管理に気をつけてすごしましょう！ 

三重県聴覚障害者支援センター  〔毎月５日発行〕 ２０１６年８月号 

No.45 

 

三 重 県 聴 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 
〒514-0003 三重県津市桜橋 2 丁目 131 三重県社会福祉会館５階  FAX(059)223-3301／TEL(059)223-3302 
http://www.deaf-mie-center.com/ e-mail：deaf.mie-center@vivid.ocn.ne.jp 
❏利用時間 午前８時３０分～午後５時  ❏休館日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

■『転倒予防教室(聴覚障害者生活訓練事業)』を実施しました！ 

 いつまでも健康であり続けるためには、毎日を楽し

く過ごすことが必要ですよね。 

 しかし、高齢の方が転んだり、身体の自由がだんだん

きかなくなってくると、どうしても引きこもりがちに

なってしまいます。 

 それを防ぎ、いつまでも元気で快適に生きるため

に！と、講師に岡村千枝子さんをお迎えし、『聴覚障害

者生活訓練事業 転倒予防教室』を開催しました。なお、

参加者は 24 名でした。もちろん、手話通訳・盲ろう者

通訳・要約筆記付きです。 

講師からの軽妙かつ絶妙な語りを交えながら、自宅で

椅子に座りながら簡単にできる体操を学びました。 

 バスタオルを使ったり、ペットボトルを使っての体

操など、これなら自宅で一人でも楽しみながらできそ

うです。 

 

■伊勢市の手話を広める取り組みの第一歩として、『みんなで手話（動画）』が掲載されました！ 

 今年 4 月から施行された“伊勢市手話言語条例”は、目標の一つ

に「手話を社会に広める」取り組みをあげており、7 月から伊勢市

のホームページに“みんなで手話（動画）”の掲載が始まっていま

す。 

 さまざまな手話単語を、伊勢市長、伊勢市職員（事務、保育士、

保健師、消防、医師、看護師、守衛など）、教員、伊勢市社会福祉

協議会、伊勢市観光協会、伊勢商工会議所、伊勢市消防団、はなて

らすちゃんなどが、手話表現しています。 

面白い取り組みですよね！ 
 

伊勢市長自ら『伊勢』の手話表現を！ 

 現在、掲載されている手話単語は『あいさつ』『動作』『会話』

『医療』『暮らし』です。面白いことに、「助ける」「大丈夫」

は消防関係の方が手話表現、「薬」「病気」「お大事に」は病院

関係者が手話表現をしています。服装もマッチしていて、楽しみ

ながら学べます！ 

さて、伊勢市のマスコットキャラクター、はなてらすちゃんはな

んの手話をしているのでしょう？それは見てのお楽しみです！ 
 

【みんなで手話（動画）】 

http://www.city.ise.mie.jp/14293.htm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

■字幕映像ライブラリー 今回のイチオシ作品 『Give and Go』 

今回も、当センターイチオシの作品を紹介しちゃいます。

当センター自主制作番組の『鳥羽水族館 もっと！水の惑星

（ほし）紀行』も充実してきましたが、まだまだ他にも楽し

める作品がありますよ。 

「借りたいけど、なかなかセンターに行くヒマがない～」

とお嘆きのアナタ、大丈夫です。郵送で貸出や返却ができる

んです。詳しくは当センターホームページで！ 

■当センター自主制作番組 『鳥羽水族館 もっと！水の惑星（ほし）紀行』 

〈番組の内容〉 

開館 60 周年の目玉、「奇跡の森」の紹介です。 

 今までにない驚きの展示体験、まさに奇跡！洞窟をくぐると

珍しいカエルやヘビたち。近づいて見ることができます。 

 また触ったり、一緒に写真をとることもできます。大きなカ

メにはエサやり体験も。水をものともせず、手と足をつっこん

で、魚をとるスナドリネコの勢いには驚きますよ。 

新たな魅力の「奇跡の森」をぜひごらんください。


